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論文の内容の要旨

　有機溶媒中での酵素反応は，近年実用的な観点からの研究が急激に進行し，新しい合成反応システムとして注

目されている。しかし有機溶媒申での酵素の構造変化とそれに起因する活性や特異性の変化の基礎的な研究は非

常に少ない。本研究では，主に蛍光分光法を用いて有機溶媒／水系でのセリンプロテアーゼの構造変化を検出し，

同時に酵素活性を測定する事により，酵素の高次構造変化と活性変化との相関を検討した。その結果，酵素の活

性変化は酵素の二次および三次構造の比較的大きな変化に対応している事をはじめて明らかにした。さらに，時

間に依存したこれらの変化の間にも高い相関が認められた。本論文の後半では，有機溶媒ノ水系での酵素の活性と

安定性の向上の手段として，各種の添加物効果について検討した結果が述べられている。その結果，多糖または

オリゴ糖，特にシクロデキストリンを用いた結果が述べられている。その結果，多糖またはオリゴ糖，特にシク

ロデキストリンを用いて酵素と共凍結乾燥する方法により，酵素活性および安定性が飛躍的に向上する事を見出

した。これらの結果を，酵素周辺の水和水と糖との分子聞相互作用の観点から考察した。

審査の結果の要旨

有機溶媒／水系での酵素の存在状態については，酵素の構造変化を検出する手段が隈定されるため研究例が非常

に少ない。本研究では，反応条件と同一の条件下で酵素の構造変化と活性変化との相関を明らかにし，さらにシ

クロデキストリンとの共凍結乾燥法により活性と安定性の向上を実現した。これらの成果は，実用的な酵素反応

システムの構築のために大きく寄与するものとして高く評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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